
２　電算化の業務

（令和５年３月３１日現在）

注：上記は代表的な稼働システムである。

　 （各病院独自導入システムがあるほか、病院共通の財務会計システム、DPCシステムがある）

オーダリングシステム（各病院 ※精和は一部業務のみ）

処方・服薬指導・処置・検体検査・細菌検査・生理検査・病理検査・輸血・汎用 処置 ・食事・栄養指導・リハビリ・

手術 麻酔 ・放射線・内視鏡・超音波・病名・入院基本・予約 医療相談・等

総括（本庁）

管理資料作成

（６病院総括）

診療報酬明細書作成

管理資料作成

（各病院個別統計）

未収金管理

外来患者会計

入院患者会計

分散処理（各病院）

予約登録・変更

医事会計システム（各病院）

電子カルテシステム（各病院）

患者情報 診療情報 診療行為情報

案内システム（医療センター、宮古）

外来案内・投薬案内・

待合案内・ＰＨＳ 携帯案内

放射線部門システム（精和を除く）

ＰＡＣＳ・ＲＩＳ

臨床検査システム

検査オーダー受付

検査オーダー実施

診療材料管理システム

入庫・出庫・在庫管理

（中部病院、医療センター、八重山

病院は、物流管理システム）

給食管理システム

食数・献立管理

発注・購入・在庫管理

報告書等作成

看護支援システム（精和を除く）

看護帳票作成

看護月報作成

薬品在庫管理システム

入庫・出庫・発注返納管理

管理資料等作成

薬袋印字システム

薬品名取込

マスター登録・追加・変更

放射線統計管理システム（精和を除く）

患者情報管理

診療録管理システム（精和を除く）

サブシステム（各病院）
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第１　収益的収支の状況　(令和４年度）

１　事業収益・事業費用の概況

　令和4年度病院事業収益及び病院事業費用

第Ⅲ章　財務の概況

となっている。

　令和４年度の病院事業収益は、医業収益、医業外収益及び特別利益の合計で692億4,716万8,184円となり、前年度に

比較して14億79万8,534円（2.0％）減少した。

　その主な要因は、医業収益が19億3,389万717円増加したものの、新型コロナウイルス感染症関連の他会計補助金

及び国庫補助金の減により医業外収益が31億3,589万1,282円減少したことによるものである。

　病院事業費用は、医業費用、医業外費用及び特別損失の合計で651億1,875万6,150円となり、前年度に比較して

９億6,087万175円（1.5％）増加している。

　その主な要因は、職員数の増に伴う給与費の増、新型コロナウイルス感染症治療薬の有償化に伴う薬品費の増、

労務単価上昇や業務量増に伴う委託料の増などにより医業費用が22億2,609万1,964円増加したことによるものである。

　その結果、当年度純利益は41億2,841万2,034円となった。

当年度純利益から前年度繰越欠損金２億3,201万7,566円を差し引いた38億9,639万4,468円が当年度未処分利益剰余金

入院収益

千円

外来収益

千円診療所収益

千円

国庫補助金

千円

一般会計繰入

金 千

円

％

その他

千円

病院事業収益

千円

給与費

千円

材料費

千円

経費

千円

減価償却費

千円

支払利息

千円

その他

千円

病院事業費用

千円
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(1)　収益的収支決算の比較
（単位：千円、％）

北部 中部

Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率 Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率

△1,400,799 △2.0

入 院 収 益

外 来 収 益 △131,072 △9.4

診 療 所 収 益

その他医業収益 △56,212 △3.4 △9,422 △3.8

他会計負担金 △28,960 △3.1 △6,423 △4.5

△3,135,891 △14.3 △371,270 △13.7

受取利息配当金

他会計補助金 △1,804,639 △14.0 △59,028 △3.9

国 庫 補 助 金 △1,282,097 △83.5 △269,663 △90.4

負担金交付金

長期前受金戻入

その他医業外収益 △594,838 △29.7 △146,142 △38.7

△198,798 △30.5 △1,861 △18.0

給 与 費

材 料 費

経 費 △41,172 △3.7

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

△5,014 △2.2

支 払 利 息 △28,401 △7.1 △2,223 △51.3

長期前払消費税勘定償却 △16,509 △6.3

雑 損 失 △4,159 △2.0

△1,352,243 △82.0 △16,982 △47.8

△2,361,669 △1.2

△1,587,572 △9.2 △6,538 △0.3

給与費内訳

△30,346 △1.9

△19,731 △1.3 △3,303 △1.7

△145 △0.4

材料費内訳

△39,701 △10.4

(注)　端数処理のため、表の計数は各勘定科目の数値の合計と一致しない場合がある。

手 当

医 業 外 収 益

病　院　名 合計

　科　目

病 院 事 業 収 益

医 業 収 益

予 備 費

純 損 益

一般会計繰入金

給 与 費 （ 再 掲 ）

給 料

薬 品 費

診 療 材 料 費

給 食 材 料 費

医療消耗備品費

報 酬

法 定 福 利 費

法定福利費引当金繰入額

退 職 給 付 費

材 料 費 再 掲

賞与引当金繰入額

特 別 利 益

病 院 事 業 費 用

医 業 費 用

医 業 外 費 用

特 別 損 失
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(1)　収益的収支決算の比較
（単位：千円、％）

北部 中部

Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率 Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率

△1,400,799 △2.0

入 院 収 益

外 来 収 益 △131,072 △9.4

診 療 所 収 益

その他医業収益 △56,212 △3.4 △9,422 △3.8

他会計負担金 △28,960 △3.1 △6,423 △4.5

△3,135,891 △14.3 △371,270 △13.7

受取利息配当金

他会計補助金 △1,804,639 △14.0 △59,028 △3.9

国 庫 補 助 金 △1,282,097 △83.5 △269,663 △90.4

負担金交付金

長期前受金戻入

その他医業外収益 △594,838 △29.7 △146,142 △38.7

△198,798 △30.5 △1,861 △18.0

給 与 費

材 料 費

経 費 △41,172 △3.7

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

△5,014 △2.2

支 払 利 息 △28,401 △7.1 △2,223 △51.3

長期前払消費税勘定償却 △16,509 △6.3

雑 損 失 △4,159 △2.0

△1,352,243 △82.0 △16,982 △47.8

△2,361,669 △1.2

△1,587,572 △9.2 △6,538 △0.3

給与費内訳

△30,346 △1.9

△19,731 △1.3 △3,303 △1.7

△145 △0.4

材料費内訳

△39,701 △10.4

(注)　端数処理のため、表の計数は各勘定科目の数値の合計と一致しない場合がある。

手 当

医 業 外 収 益

病　院　名 合計

　科　目

病 院 事 業 収 益

医 業 収 益

予 備 費

純 損 益

一般会計繰入金

給 与 費 （ 再 掲 ）

給 料

薬 品 費

診 療 材 料 費

給 食 材 料 費

医療消耗備品費

報 酬

法 定 福 利 費

法定福利費引当金繰入額

退 職 給 付 費

材 料 費 再 掲

賞与引当金繰入額

特 別 利 益

病 院 事 業 費 用

医 業 費 用

医 業 外 費 用

特 別 損 失
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入 院 収 益

外 来 収 益

診 療 所 収 益

その他医業収益

他会計負担金

受取利息配当金

他会計補助金

国 庫 補 助 金

負担金交付金

長期前受金戻入

その他医業外収益

給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

支 払 利 息

長期前払消費税勘定償却

雑 損 失

給与費内訳

材料費内訳

手 当

医 業 外 収 益

病　院　名

　科　目

病 院 事 業 収 益

医 業 収 益

予 備 費

純 損 益

一般会計繰入金

給 与 費 （ 再 掲 ）

給 料

薬 品 費

診 療 材 料 費

給 食 材 料 費

医療消耗備品費

報 酬

法 定 福 利 費

法定福利費引当金繰入額

退 職 給 付 費

材 料 費 再 掲

賞与引当金繰入額

特 別 利 益

病 院 事 業 費 用

医 業 費 用

医 業 外 費 用

特 別 損 失

（単位：千円、％）

中部

Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率 Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率

△10,253 △5.5

△12,427 △2.9 △19,312 △4.9

△4,845 △1.9 △4,846 △1.9

△287,082 △6.2 △65,890 △1.1

△0 △33.3

△128,454 △65.1 △195,400 △62.6

△57,430 △5.6

△261,367 △36.9 △46,708 △10.8

△171,627 △72.4 △8,474 △41.4

△64,650 △9.9 △78,209 △6.9

△11,498 △26.8

△23,075 △2.8

△8,423 △11.2 △13,051 △7.1

△24,554 △43.8

△470,005 △91.9

△163,421 △63,001

△10,715 △2.5 △3,709 △0.8

△951 △1.1

△38,340 △9.2

△1,752 △31.2

センター
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入 院 収 益

外 来 収 益

診 療 所 収 益

その他医業収益

他会計負担金

受取利息配当金

他会計補助金

国 庫 補 助 金

負担金交付金

長期前受金戻入

その他医業外収益

給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

支 払 利 息

長期前払消費税勘定償却

雑 損 失

給与費内訳

材料費内訳

手 当

医 業 外 収 益

病　院　名

　科　目

病 院 事 業 収 益

医 業 収 益

予 備 費

純 損 益

一般会計繰入金

給 与 費 （ 再 掲 ）

給 料

薬 品 費

診 療 材 料 費

給 食 材 料 費

医療消耗備品費

報 酬

法 定 福 利 費

法定福利費引当金繰入額

退 職 給 付 費

材 料 費 再 掲

賞与引当金繰入額

特 別 利 益

病 院 事 業 費 用

医 業 費 用

医 業 外 費 用

特 別 損 失

（単位：千円、％）

宮古 八重山

Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率 Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率

△1,240,996 △13.4 △490,188 △6.0

△68,637 △1.3

△16,605 △0.5

△32,876 △2.0

△4,421 △7.0

△14,734 △6.3

△6,423 △4.5 △6,423 △4.5

△941,709 △26.4 △708,781 △24.2

△783,106 △33.6 △422,227 △29.7

△303,891 △93.5 △312,589 △94.7

△19,554 △10.3 △112,635 △49.0

△230,651 △98.4 △118,991 △80.1

△183,337 △2.2

△8,262 △0.2

△48,141 △11.5

△2,844 △4.9 △862 △1.2

△187 △0.3

△47,092 △16.3

△6,726 △30.2 △723,053 △91.7

△1,566,230 △285,127 △306,851

△690,194 △24.1 △334,650 △16.8

△8,262 △0.2

△26,797 △1.6

△3,256 △2.1

△1,534 △3.4

△221 △0.7

△28,413 △11.3

△4,290 △1.0

△152 △18.0

△2,087 △24.6

(1)　収益的収支決算の比較

(注)　端数処理のため、表の計数は各勘定科目の数値の合計と一致しない場合がある。
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入 院 収 益

外 来 収 益

診 療 所 収 益

その他医業収益

他会計負担金

受取利息配当金

他会計補助金

国 庫 補 助 金

負担金交付金

長期前受金戻入

その他医業外収益

給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

支 払 利 息

長期前払消費税勘定償却

雑 損 失

給与費内訳

材料費内訳

手 当

医 業 外 収 益

病　院　名

　科　目

病 院 事 業 収 益

医 業 収 益

予 備 費

純 損 益

一般会計繰入金

給 与 費 （ 再 掲 ）

給 料

薬 品 費

診 療 材 料 費

給 食 材 料 費

医療消耗備品費

報 酬

法 定 福 利 費

法定福利費引当金繰入額

退 職 給 付 費

材 料 費 再 掲

賞与引当金繰入額

特 別 利 益

病 院 事 業 費 用

医 業 費 用

医 業 外 費 用

特 別 損 失

（単位：千円、％）

宮古 八重山

Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率 Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率

△1,240,996 △13.4 △490,188 △6.0

△68,637 △1.3

△16,605 △0.5

△32,876 △2.0

△4,421 △7.0

△14,734 △6.3

△6,423 △4.5 △6,423 △4.5

△941,709 △26.4 △708,781 △24.2

△783,106 △33.6 △422,227 △29.7

△303,891 △93.5 △312,589 △94.7

△19,554 △10.3 △112,635 △49.0

△230,651 △98.4 △118,991 △80.1

△183,337 △2.2

△8,262 △0.2

△48,141 △11.5

△2,844 △4.9 △862 △1.2

△187 △0.3

△47,092 △16.3

△6,726 △30.2 △723,053 △91.7

△1,566,230 △285,127 △306,851

△690,194 △24.1 △334,650 △16.8

△8,262 △0.2

△26,797 △1.6

△3,256 △2.1

△1,534 △3.4

△221 △0.7

△28,413 △11.3

△4,290 △1.0

△152 △18.0

△2,087 △24.6

(1)　収益的収支決算の比較

(注)　端数処理のため、表の計数は各勘定科目の数値の合計と一致しない場合がある。
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入 院 収 益

外 来 収 益

診 療 所 収 益

その他医業収益

他会計負担金

受取利息配当金

他会計補助金

国 庫 補 助 金

負担金交付金

長期前受金戻入

その他医業外収益

給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

支 払 利 息

長期前払消費税勘定償却

雑 損 失

給与費内訳

材料費内訳

手 当

医 業 外 収 益

病　院　名

　科　目

病 院 事 業 収 益

医 業 収 益

予 備 費

純 損 益

一般会計繰入金

給 与 費 （ 再 掲 ）

給 料

薬 品 費

診 療 材 料 費

給 食 材 料 費

医療消耗備品費

報 酬

法 定 福 利 費

法定福利費引当金繰入額

退 職 給 付 費

材 料 費 再 掲

賞与引当金繰入額

特 別 利 益

病 院 事 業 費 用

医 業 費 用

医 業 外 費 用

特 別 損 失

（単位：千円、％）

Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率 Ｒ３度 Ｒ４度 増 減 伸 率

△510,006 △16.4

－ － － －

△6,395 △1.9 － － － －

－ － － － － － － －

△806 △6.1

△569,757 △28.3 △191,403 △56.1

△556,277 △41.9 △187,373 △58.9

△72,100 △100.0

△3,974 △8.7 △4,459 △19.7

△71,497 △2.9 △21,092 △2.3

△55,849 △3.1

△214 △17.6

△1,704 △4.4

△969 △22.0 △29 △7.0

△94,058 △98.2 △109,932 △76.0

△438,509 △572,604 △412,391

△512,938 △27.7 △187,193 △58.8

△55,849 △3.1

△25,192 △3.5

△24,798 △5.1 △5,148 △3.7

△1,467 △1.8

△1,034 △0.4

△78 △0.5

△13,106 △5.8

精和 本庁
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２　収益の状況

(１)医業収益の構成比

科目

(注）全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値である。

(２)患者１人１日当り診療収入 （単位：円）

科目

注）全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値である。

（３）患者１人１日当り診療行為別収入 （単位：円）

病院

科目

(注）外来は診療所を含む｡全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値である。

-

25

59

742

4,181

1,970

-

-

60,481

35,606

723

52,965

13,109

-

入院

14,689

442

10,208

入院外来 入院 外来

654

外来

--

中部北部

9,0849,362 8,214 12,591

15,397

29,19944,587

15,187

50,649

93,292

宮古 八重山センター

18,80073,657

21,062

20,063

13,49415,275

50,227

21,192

18,606

-

外来外来

314

入院

651

689

815

入院

1,026-

745 825

-

165

-

7,384

3,172

外来

1,118

1,742

2,905 1,262

60,481

1,335

7,219

1,549

221

44,240

1,826

3,777

14,689

-

-

445

1,814

15,705

1,647

3,708

3,521

1,626

18,606

-

2,665

2,693

21,062

13,467

49,654

1,504

93,292

608

1,329

73,657

-

1,862

708

47,768 -

4,871

2,394

24,881

5,052

1,784

5,590 620

450

9,609

1,185

341

1,508

576

-

3,135

50,227

2,393

15,275

1,734

-

1,501

1,089

-

3,279

2,055

33

13,494

2,180

6,754

52,965

1,427 322

18,800

1,251

-

5,107

13,109

177 131,012

33,342 33,197 14,136--

1,555

302

-

-

3,352

537

入院

-

-

120

612

740 290

415 700

0.1 -

29.1

69.8

29.1

1.1

4.0 1.1

27,224

診 療 所

入院収益

外来収益

診療所収益

診 療 収 入

精和

16,668

71.9

2.7

20.1

令和４年度

その他医業収益

医
業
収
益

入 院 収 入

外 来 収 入

本 院

1.5

3.8

14,001 13,109

25.3

病院

病院

精和

1.1

2.4

74.6

28.4

2.1

65.8

宮古センター

5.7

77.1 63.8

19.4

入 院 料

給 食 料

そ の 他

合 計

処 置 ・ 手 術 料

初 診 料

再 診 料

投 薬 料

注 射 料

検 査 料

Ｘ 線 料

4,377

730

3,622

8,074 1,877

153

2,706

令和４年度

中部北部 八重山

令和４年度

北部 中部 センター 宮古 八重山 精和
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－ 160 －

２　収益の状況

(１)医業収益の構成比

科目

(注）全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値である。

(２)患者１人１日当り診療収入 （単位：円）

科目

注）全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値である。

（３）患者１人１日当り診療行為別収入 （単位：円）

病院

科目

(注）外来は診療所を含む｡全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値である。

入院 入院外来 入院 外来 外来

中部北部 宮古 八重山センター

外来外来入院入院外来 入院

診 療 所

入院収益

外来収益

診療所収益

診 療 収 入

精和

令和４年度

その他医業収益

医
業
収
益

入 院 収 入

外 来 収 入

本 院

病院

病院

精和宮古センター

入 院 料

給 食 料

そ の 他

合 計

処 置 ・ 手 術 料

初 診 料

再 診 料

投 薬 料

注 射 料

検 査 料

Ｘ 線 料

令和４年度

中部北部 八重山

令和４年度

北部 中部 センター 宮古 八重山 精和
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科目

科目

　

　

病院

科目

　

診 療 所

入院収益

外来収益

診療所収益

診 療 収 入

その他医業収益

医
業
収
益

入 院 収 入

外 来 収 入

本 院

病院

病院

入 院 料

給 食 料

そ の 他

合 計

処 置 ・ 手 術 料

初 診 料

再 診 料

投 薬 料

注 射 料

検 査 料

Ｘ 線 料

(単位：％)

　　　　　　　 （単位：円）

　

全国平均令和元年度

外来

（令和３年度）

入院外来入院外来 外来入院

令和２年度計

入院

令和３年度計

令和４年度

計

入院 外来

令和２年度 令和元年度 （令和３年度）
全国平均

精神計 結核

全国平均（令和３年度）

一般

令和３年度

令和元年度令和２年度令和３年度
令和４年度

計

令和４年度

計

(１)医業収益の構成比

(２)患者１人１日当り診療収入

（３）患者１人１日当り診療行為別収入                        （単位：円）
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－ 161 －

(４)診療行為別収入の構成比

北部 中部 宮古 八重山 精和 計

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

投薬料

注射料

処置
手術料

検査料

Ｘ線料

入院料

給食料

その他

入院計

初診料

再診料

投薬料

注射料

処置
手術料

検査料

Ｘ線料

その他

外来計

注)全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値である。

センター

入
院
収
入

令和４年度

合計

外
来
収
入

病院名

科目

(単位：千円、％)
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－ 162 －

(４)診療行為別収入の構成比

北部 中部 宮古 八重山 精和 計

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

投薬料

注射料

処置
手術料

検査料

Ｘ線料

入院料

給食料

その他

入院計

初診料

再診料

投薬料

注射料

処置
手術料

検査料

Ｘ線料

その他

外来計

注)全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値である。

センター

入
院
収
入

令和４年度

合計

外
来
収
入

病院名

科目

(単位：千円、％)
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北部

投薬料

注射料

処置
手術料

検査料

Ｘ線料

入院料

給食料

その他

入院計

初診料

再診料

投薬料

注射料

処置
手術料

検査料

Ｘ線料

その他

外来計

入
院
収
入

合計

外
来
収
入

病院名

科目

(単位：千円、％)

全国平均

計

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
(令和２年度)

令和４年度
平成30年度令和３年度 令和２年度 令和元年度
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－ 163 －

３　費用の状況

　平成26年度より、改定後の地方公営企業会計基準を適用している。

(１)総収益対総費用の割合 （単位：％）

病院

科目

(２)総収益対材料費等の割合 （単位：％）
病院

科目

(注)全国平均は、地方公営企業年報による都道府県の数値である。

(３)医業収益対医業費用構成比 （単位：％）

関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比

(注)各費用は本庁分を配分した数値。賃金、児童手当、報酬(産休補充)は経費。臨任給は給与費に含む。

センター 宮古 八重山 精和

精和八重山宮古センター

令和４年度

令和４年度

令和４年度

中部北部

北部 中部

北部 中部 センター 宮古 八重山 精和

減価償却費

資産消耗費

研究研修費

病院

科目

医 業 収 益

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

資 産 消 耗 費

研 究 研 修 費

支 払 利 息

雑 損 失

医 療 材 料 費
薬品費含む

給 食 材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

総 収 益

総 費 用
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－ 164 －

３　費用の状況

　平成26年度より、改定後の地方公営企業会計基準を適用している。

(１)総収益対総費用の割合 （単位：％）

病院

科目

(２)総収益対材料費等の割合 （単位：％）
病院

科目

(注)全国平均は、地方公営企業年報による都道府県の数値である。

(３)医業収益対医業費用構成比 （単位：％）

関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比

(注)各費用は本庁分を配分した数値。賃金、児童手当、報酬(産休補充)は経費。臨任給は給与費に含む。

センター 宮古 八重山 精和

精和八重山宮古センター

令和４年度

令和４年度

令和４年度

中部北部

北部 中部

北部 中部 センター 宮古 八重山 精和

減価償却費

資産消耗費

研究研修費

病院

科目

医 業 収 益

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

資 産 消 耗 費

研 究 研 修 費

支 払 利 息

雑 損 失

医 療 材 料 費
薬品費含む

給 食 材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

総 収 益

総 費 用
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病院

科目

病院

科目

減価償却費

資産消耗費

研究研修費

病院

科目

医 業 収 益

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

資 産 消 耗 費

研 究 研 修 費

支 払 利 息

雑 損 失

医 療 材 料 費
薬品費含む

給 食 材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

総 収 益

総 費 用

（単位：％） （単位：％）

（単位：％） （単位：％）

（単位：％） （単位：％）

関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比

(令和３年度)

(令和３年度)
令和２年度 令和元年度 平成30年度

全国平均

計

令和４年度
令和３年度

令和４年度
計

全国平均
平成30年度令和元年度令和２年度令和３年度

平成30年度令和元年度令和２年度令和３年度
全国平均

(令和３年度)
計

令和４年度

(３)医業収益対医業費用構成比

(２)総収益対材料費等の割合

(１)総収益対総費用の割合
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－ 165 －

(４)　医業外収益対医業外費用の割合

関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比

(注)　全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値である。

(５)　患者１人１日当り診療収益対患者１人１日当り医業費用の割合

金額 指数 金額 指数 金額 指数 金額 指数 金額 指数 金額 指数

薬 品 費

給食材料費

そ の 他
医療材料費

△ 6,115 △ 17.2 △ 9,078 △ 20.4 △ 11,061 △ 21.8 △ 12,784 △ 43.8 △ 13,342 △ 49.0 △ 18,380 △ 110.3

科　目

病　院

北部 中部 センター

令和4年度

宮古 八重山 精和

令和4年度

医 業 外 収 益

医 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

病　院

中部 センター 宮古 八重山 精和

科　目

患者１人１日当り

北部

診 療 収 益

患者１人１日当り

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

(注)　薬品費は投薬料と注射料であり、その他医療材料費には試薬品等その他の薬品費、診療材料費、
　　　医療消耗備品費が含まれる。

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

差 引 損 益
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－ 166 －

(４)　医業外収益対医業外費用の割合

関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比

(注)　全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値である。

(５)　患者１人１日当り診療収益対患者１人１日当り医業費用の割合

金額 指数 金額 指数 金額 指数 金額 指数 金額 指数 金額 指数

薬 品 費

給食材料費

そ の 他
医療材料費

△ 6,115 △ 17.2 △ 9,078 △ 20.4 △ 11,061 △ 21.8 △ 12,784 △ 43.8 △ 13,342 △ 49.0 △ 18,380 △ 110.3

科　目

病　院

北部 中部 センター

令和4年度

宮古 八重山 精和

令和4年度

医 業 外 収 益

医 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

病　院

中部 センター 宮古 八重山 精和

科　目

患者１人１日当り

北部

診 療 収 益

患者１人１日当り

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

(注)　薬品費は投薬料と注射料であり、その他医療材料費には試薬品等その他の薬品費、診療材料費、
　　　医療消耗備品費が含まれる。

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

差 引 損 益
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(５)　患者１人１日当り診療収益対患者１人１日当り医業費用の割合

薬 品 費

給食材料費

そ の 他
医療材料費

科　目

病　院

医 業 外 収 益

医 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

病　院

科　目

患者１人１日当り

診 療 収 益

患者１人１日当り

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

差 引 損 益

(単位：％)

関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比 関係比 構成比

(単位：円、％)　

金額 指数 金額 指数 金額 指数 金額 指数 金額 指数 金額 指数

△ 10,826 △ 28.1 △ 10,831 △ 28.8 △ 10,883 △ 29.4 △ 5,446 △ 16.1 △ 5,458 △ 16.8 △ 11,563 △ 31.1

（令和３年度）
令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成30年度

令和4年度
全国平均

計

令和4年度

計 （令和３年度）
令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成30年度 全国平均

(４)　医業外収益対医業外費用の割合
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第２　資本的収支の状況

１資本的収支の状況

（翌年度へ繰り越される支出の財源に充当する企業債3,820万円を除く。）

令和４年度資本的収入及び支出

　令和４年度の資本的収入は、総額43億3,975万4,987円であり、その内訳は、企業債21億
6,000万円、他会計負担金19億9,868万5,000円、他会計補助金1,569万4,500円、国庫補助金
2,305万4,000円、固定資産売却代金1億4,232万1,487円となっている。

　資本的支出は、総額62億4,958万4,857円であり、その内訳は、建設改良費23億8,730万
1,237円、企業債償還金36億6,225万3,620円、他会計からの長期借入金償還金２億円、寄付金
返還金３万円である。資本的収入額（翌年度へ繰り越される支出の財源に充当する3,820万円
を除く）が資本的支出額に不足する19億4,802万9,870円は、当年度分消費税及び地方消費税
資本的収支調整額355万6,713円、繰越工事資金8,709万4,720円及び過年度分損益勘定留保
資金18億5,737万8,437円で補填した。

消費税及び地方消費税

資本的収支調整額
3,557千円
(0.1％)

企業債

2,121,800千円

（33.9％）

他会計負担金

1,998,685千円

（32.0％）

損益勘定

留保資金

1,857,378千円

(29.7％)

資本的収入

4,301,555千円

他会計補助金
15,695千円
(0.2％)

繰越工事資金
87,095千円
(1.4％)

補填額
1,948,030千円

国庫補助金
23,054千円
(0.4％)

建設改良費

2,387,301千円

（38.2％）

企業債償還金

3,662,254千円

（58.6％）

資本的支出

6,249,585千円

寄附金返還金
30千円
（0.0％）

他会計からの
長期借入金償還金
200,000千円
（3.2％）

固定資産売却代金
142,321千円
(2.3％)
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第２　資本的収支の状況

１資本的収支の状況

（翌年度へ繰り越される支出の財源に充当する企業債3,820万円を除く。）

令和４年度資本的収入及び支出

　令和４年度の資本的収入は、総額43億3,975万4,987円であり、その内訳は、企業債21億
6,000万円、他会計負担金19億9,868万5,000円、他会計補助金1,569万4,500円、国庫補助金
2,305万4,000円、固定資産売却代金1億4,232万1,487円となっている。

　資本的支出は、総額62億4,958万4,857円であり、その内訳は、建設改良費23億8,730万
1,237円、企業債償還金36億6,225万3,620円、他会計からの長期借入金償還金２億円、寄付金
返還金３万円である。資本的収入額（翌年度へ繰り越される支出の財源に充当する3,820万円
を除く）が資本的支出額に不足する19億4,802万9,870円は、当年度分消費税及び地方消費税
資本的収支調整額355万6,713円、繰越工事資金8,709万4,720円及び過年度分損益勘定留保
資金18億5,737万8,437円で補填した。

消費税及び地方消費税

資本的収支調整額
千円
％

企業債

千円

（ ％）

他会計負担金

千円

（ ％）

損益勘定

留保資金

千円

％

資本的収入

千円

他会計補助金
千円
％

繰越工事資金
千円
％

補填額
千円

国庫補助金
千円
％

建設改良費

千円

（ ％）

企業債償還金

千円

（ ％）

資本的支出

千円

寄附金返還金
千円

（ ％）

他会計からの
長期借入金償還金

千円
（ ％）

固定資産売却代金
千円
％
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(１) 資本的収支決算の推移
(単位:千円)

年度 累  計

(S47～R４）

金  額 前年比 金  額 前年比 金  額 前年比 金  額

企 業 債

他 会 計 負 担 金

他 会 計 補 助 金

国 庫 補 助 金

借 入 金

他 会 計 借 入 金

投 資 償 還 収 入

固定資産売却代金

寄 附 金 皆減

合　　計

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

借 入 金 償 還 金

無 形 固 定 資 産

投 資

国庫補助金返還金

寄 附 金 返 還 金 皆増

合　　計

科目

資

本

的

収

入

資

本

的

支

出

令和４年度令和２年度 令和３年度
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(２) 資本的収支の状況 (病院別)
(単位:千円)

年  度  累  計

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度  (S.47～R.4）

 財 源

企 業 債 4,521,600 2,184,300 1,989,900 2,160,000 118,596,951

他 会 計 負 担 金 1,569,725 1,572,134 1,927,229 1,998,685 70,528,456

資

他 会 計 補 助 金 37,005 1,236,143 1,027,111 15,695 14,243,268

本 国 庫 補 助 金 14,913 235,419 391,124 23,054 35,370,305

借 入 金 0 0 0 0 1,035,851

的

他 会 計 借 入 金 0 0 0 0 150,000

収 投 資 償 還 収 入 0 0 0 0 50

固定資産売却代金 503 781 10,959 142,321 2,174,488

入

寄 附 金 8,332 11,591 18,394 0 136,204

合 計 6,152,078 5,240,368 5,364,717 4,339,755 242,235,573

建 設 改 良 費 5,192,255 2,798,381 3,450,235 2,387,301 159,130,387

資

企 業 債 償 還 金 2,642,288 2,663,220 3,433,430 3,662,254 85,455,907

本

借 入 金 償 還 金 200,000 200,000 200,000 200,000 9,044,007

的

無 形 固 定 資 産 0 0 0 0 12,453

支

投 資 0 0 0 0 5,111

出

国庫補助金返還金 0 0 0 0 345,404

寄 付 金 返 還 金 0 0 0 30 30

合 計 8,034,543 5,661,601 7,083,665 6,249,585 253,993,299
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年  度

 財 源

企 業 債

他 会 計 負 担 金

資

他 会 計 補 助 金

本 国 庫 補 助 金

借 入 金

的

他 会 計 借 入 金

収 投 資 償 還 収 入

固定資産売却代金

入

寄 附 金

合 計

建 設 改 良 費

資

企 業 債 償 還 金

本

借 入 金 償 還 金

的

無 形 固 定 資 産

支

投 資

出

国庫補助金返還金

寄 付 金 返 還 金

合 計

(単位:千円)

286,500 914,200 429,500 102,900 356,300 21,600 49,000

110,100 424,688 838,713 264,629 327,528 31,586 1,441

4,862 0 4,139 787 5,907 0 0

0 0 23,054 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 142,321

0 0 0 0 0 0 0

401,462 1,338,888 1,295,406 368,316 689,735 53,186 192,762

300,788 961,696 492,619 186,099 359,689 34,727 51,684

208,641 703,016 1,440,718 519,917 742,118 45,452 2,391

29,680 63,641 53,399 21,550 23,292 8,438 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 30 0 0 0 0 0

539,109 1,728,383 1,986,736 727,566 1,125,100 88,617 54,075

令和４年度　内訳

本庁北部 中部 センター 宮古 八重山 精和
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第３　資産・負債及び資本の状況

１　比較貸借対照表

 　平成26年度より、改定後の地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表を作成している。

（単位：円、％）
年度

科目 金額
対前年
度　比

構成比 金額
対前年
度　比

構成比 金額
対前年
度　比

構成比

１ 固 定 資 産

(1) 有形固定資産

　ア 土地建物器械備品

　イ 減価償却累計額 △ 47,050,565,334 △ 77.6 △ 48,334,153,261 △ 72.0 △ 46,687,779,160 △ 67.8

(2) 無形固定資産

(3) 投資

　ア 長期前払消費税

２ 流 動 資 産

(1) 現金預金

(2) 未収金

　  貸倒引当金 △ 1,014,892,140 △ 1.7 △ 960,245,191 △ 1.4 △ 857,443,798 △ 1.2

(3) 貯蔵品

(4) 前払費用

(5) 前払金 皆増

(6) その他流動資産

３ 繰 延 勘 定

控除対象外消費税額

４ 資 産 合 計

５ 固 定 負 債

(1) 企業債

(2) 他会計借入金

(3) リース債務

(4) 引当金

　ア 退職給与引当金

　イ 修繕引当金

６ 流 動 負 債

(1) 一時借入金

(2) 企業債

(3) 他会計借入金

(4) リース債務

(5) 未払金

(6) 未払費用 皆増

(7) 前受金

(8) 引当金

　ア 賞与引当金

　イ 法定福利費引当金

(9) その他流動負債

７ 繰 延 収 益

８ 負 債 合 計

９ 資 本 金

(1) 自己資本金

(2) 他会計借入金

(3) 企業債

剰 余 金 △ 2,952,106,752 △ 4.9 △ 2,581,937,231 △ 3.8 △ 352,176,490 △ 0.5

(1) 資本剰余金

(2) 利益剰余金 △ 9,326,179,271 △ 15.4 △ 8,951,859,050 △ 13.3 △ 6,722,098,309 △ 9.8

資 本 合 計 △ 1,073,522,020 △ 1.8 △ 703,352,499 △ 1.0 △ 217.0

負 債 資 本 合 計

平成30年度 令和元年度 令和2年度
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第３　資産・負債及び資本の状況

１　比較貸借対照表

 　平成26年度より、改定後の地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表を作成している。

（単位：円、％）
年度

科目 金額
対前年
度　比

構成比 金額
対前年
度　比

構成比 金額
対前年
度　比

構成比

１ 固 定 資 産

(1) 有形固定資産

　ア 土地建物器械備品

　イ 減価償却累計額 △ 47,050,565,334 △ 77.6 △ 48,334,153,261 △ 72.0 △ 46,687,779,160 △ 67.8

(2) 無形固定資産

(3) 投資

　ア 長期前払消費税

２ 流 動 資 産

(1) 現金預金

(2) 未収金

　  貸倒引当金 △ 1,014,892,140 △ 1.7 △ 960,245,191 △ 1.4 △ 857,443,798 △ 1.2

(3) 貯蔵品

(4) 前払費用

(5) 前払金 皆増

(6) その他流動資産

３ 繰 延 勘 定

控除対象外消費税額

４ 資 産 合 計

５ 固 定 負 債

(1) 企業債

(2) 他会計借入金

(3) リース債務

(4) 引当金

　ア 退職給与引当金

　イ 修繕引当金

６ 流 動 負 債

(1) 一時借入金

(2) 企業債

(3) 他会計借入金

(4) リース債務

(5) 未払金

(6) 未払費用 皆増

(7) 前受金

(8) 引当金

　ア 賞与引当金

　イ 法定福利費引当金

(9) その他流動負債

７ 繰 延 収 益

８ 負 債 合 計

９ 資 本 金

(1) 自己資本金

(2) 他会計借入金

(3) 企業債

剰 余 金 △ 2,952,106,752 △ 4.9 △ 2,581,937,231 △ 3.8 △ 352,176,490 △ 0.5

(1) 資本剰余金

(2) 利益剰余金 △ 9,326,179,271 △ 15.4 △ 8,951,859,050 △ 13.3 △ 6,722,098,309 △ 9.8

資 本 合 計 △ 1,073,522,020 △ 1.8 △ 703,352,499 △ 1.0 △ 217.0

負 債 資 本 合 計

平成30年度 令和元年度 令和2年度
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年度

科目

１ 固 定 資 産

(1) 有形固定資産

　ア 土地建物器械備品

　イ 減価償却累計額

(2) 無形固定資産

(3) 投資

　ア 長期前払消費税

２ 流 動 資 産

(1) 現金預金

(2) 未収金

　  貸倒引当金

(3) 貯蔵品

(4) 前払費用

(5) 前払金

(6) その他流動資産

３ 繰 延 勘 定

控除対象外消費税額

４ 資 産 合 計

５ 固 定 負 債

(1) 企業債

(2) 他会計借入金

(3) リース債務

(4) 引当金

　ア 退職給与引当金

　イ 修繕引当金

６ 流 動 負 債

(1) 一時借入金

(2) 企業債

(3) 他会計借入金

(4) リース債務

(5) 未払金

(6) 未払費用

(7) 前受金

(8) 引当金

　ア 賞与引当金

　イ 法定福利費引当金

(9) その他流動負債

７ 繰 延 収 益

８ 負 債 合 計

９ 資 本 金

(1) 自己資本金

(2) 他会計借入金

(3) 企業債

剰 余 金

(1) 資本剰余金

(2) 利益剰余金

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

（単位：円、％）

金額
対前年
度　比

構成比 金額
対前年
度　比

構成比

△ 48,564,622,570 △ 63.6 △ 49,820,401,408 △ 63.1

△ 880,131,036 △ 1.2 △ 883,443,754 △ 1.1

皆減

△ 1,742.8

△ 232,017,566 △ 0.3 △ 1,679.4

令和3年度 令和4年度
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　平成26年度より、改定後の地方公営企業会計基準を適用して、経営指標を作成している。
（単位：千円、％）

年度

区分 金 額 前年伸率 金 額 前年伸率 金 額 前年伸率 金 額 前年伸率 金 額 前年伸率

流 動 資 産 △ 8.9

現 金 預 金 △ 30.2

未 収 金 △ 0.4

貯 蔵 品 △ 6.6 △ 7.9

流 動 負 債 △ 11.5 △ 0.8

一 時 借 入 金 　　－ 　　－ 　　－ 　　－ 　　－

未 払 金 △ 13.9 △ 16.6 △ 1.6 △ 13.6

　　－ 　　－ 　　－ 　　－ 　　－

流 動 比 率

A / B × 100

△ 7,849,826 △ 1.3 △ 10,509,579 △ 14,863,372 △ 23,000,896 △ 27,658,517

医 業 収 益 △ 8.2

不良債務 比率

E / F × 100

（健全化計画）

年度別流動比率及び不良債務比率

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

２　短期流動性

うち、建設改良費等
の財源に充てるため
の企業債・長期借入
金 (C)

翌 年 度
繰 越 財 源

不 良 債 務

△ 20.9△ 16.3 △ 32.3 △ 47.9 △ 55.4
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－ 174 －

　平成26年度より、改定後の地方公営企業会計基準を適用して、経営指標を作成している。
（単位：千円、％）

年度

区分 金 額 前年伸率 金 額 前年伸率 金 額 前年伸率 金 額 前年伸率 金 額 前年伸率

流 動 資 産 △ 8.9

現 金 預 金 △ 30.2

未 収 金 △ 0.4

貯 蔵 品 △ 6.6 △ 7.9

流 動 負 債 △ 11.5 △ 0.8

一 時 借 入 金 　　－ 　　－ 　　－ 　　－ 　　－

未 払 金 △ 13.9 △ 16.6 △ 1.6 △ 13.6

　　－ 　　－ 　　－ 　　－ 　　－

流 動 比 率

A / B × 100

△ 7,849,826 △ 1.3 △ 10,509,579 △ 14,863,372 △ 23,000,896 △ 27,658,517

医 業 収 益 △ 8.2

不良債務 比率

E / F × 100

（健全化計画）

年度別流動比率及び不良債務比率

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

２　短期流動性

うち、建設改良費等
の財源に充てるため
の企業債・長期借入
金 (C)

翌 年 度
繰 越 財 源

不 良 債 務

△ 20.9△ 16.3 △ 32.3 △ 47.9 △ 55.4
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－ 175 －

３　未収金の状況

（単位：円）

合 計 北 部 中 部
南部医療センター・
こども医療センター

１ 医 業 未 収 金

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

２ 医 業 外 未 収 金

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

３ そ の 他 未 収 金

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

　（注）旧南部病院の未収金は、平成18年度から本庁が引き継いでいる。

(２)　科目別未収金残高（令和４年度末）
（単位：円）

１ 医 業 未 収 金

入 院 収 益

外 来 収 益

診 療 所 収 益

そ の 他

２ 医 業 外 未 収 金

受 取 利 息 配 当 金

他 会 計 補 助 金

国 庫 補 助 金

負 担 金 交 付 金

そ の 他

３ そ の 他 未 収 金

固 定 資 産 売 却 益

そ の 他

（ 内      訳 ） 

他 会 計 補 助 金

国 庫 補 助 金

負 担 金 交 付 金

診 療 収 入

そ の 他

　（注）旧南部病院の未収金は、平成18年度から本庁が引き継いでいる。

合 計

(１)　未収金残高（令和４年度末）

　　　　　　　　　病院名
　区　分

合 計 北 部 中 部
南部医療センター・
こども医療センター

未 収 金 合 計

病院名

 区　分
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－ 176 －

３　未収金の状況

（単位：円）

合 計 北 部 中 部
南部医療センター・
こども医療センター

１ 医 業 未 収 金

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

２ 医 業 外 未 収 金

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

３ そ の 他 未 収 金

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

　（注）旧南部病院の未収金は、平成18年度から本庁が引き継いでいる。

(２)　科目別未収金残高（令和４年度末）
（単位：円）

１ 医 業 未 収 金

入 院 収 益

外 来 収 益

診 療 所 収 益

そ の 他

２ 医 業 外 未 収 金

受 取 利 息 配 当 金

他 会 計 補 助 金

国 庫 補 助 金

負 担 金 交 付 金

そ の 他

３ そ の 他 未 収 金

固 定 資 産 売 却 益

そ の 他

（ 内      訳 ） 

他 会 計 補 助 金

国 庫 補 助 金

負 担 金 交 付 金

診 療 収 入

そ の 他

　（注）旧南部病院の未収金は、平成18年度から本庁が引き継いでいる。

合 計

(１)　未収金残高（令和４年度末）

　　　　　　　　　病院名
　区　分

合 計 北 部 中 部
南部医療センター・
こども医療センター

未 収 金 合 計

病院名

 区　分
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１ 医 業 未 収 金

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

２ 医 業 外 未 収 金

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

３ そ の 他 未 収 金

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

令和３年度以前分

令 和 年 度

合      計

(２)　科目別未収金残高（令和４年度末）

１ 医 業 未 収 金

入 院 収 益

外 来 収 益

診 療 所 収 益

そ の 他

２ 医 業 外 未 収 金

受 取 利 息 配 当 金

他 会 計 補 助 金

国 庫 補 助 金

負 担 金 交 付 金

そ の 他

３ そ の 他 未 収 金

固 定 資 産 売 却 益

そ の 他

（ 内      訳 ） 

他 会 計 補 助 金

国 庫 補 助 金

負 担 金 交 付 金

診 療 収 入

そ の 他

合 計

(１)　未収金残高（令和４年度末）

　　　　　　　　　病院名
　区　分

未 収 金 合 計

病院名

 区　分

（単位：円）

宮 古 八 重 山 精 和 本 庁

（単位：円）

精 和 本 庁宮 古 八 重 山
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(３）不納欠損額

（単位：円）

705,623 9,961 4,609,925 567,277 0

1,633,235 4,361,211 2,107,400 1,232,791 3,877,263

387,289 941,743 1,599,215 765,115 4,387,469

0 12,570 139,670 74,278 181,526

4,156,586 2,993,608 7,192,188 1,909,272 0

3,000 0 10,970 0 89,700

0 0 321,000 461,322 509,150

6,885,733 8,319,093 15,980,368 5,010,055 9,045,108

４　長期健全性

　自己資本構成比率、固定資産対長期資本比率

　　平成26年度より、改定後の地方公営企業会計基準を適用して、経営指標を作成している。

（単位：％）

令和3年度
全国平均

23.6 23.4 24.2 32.2 35.9 25.7

89.9 86.3 80.5 70.6 65.5 88.3

（注）改定前　自己資本構成比率＝（自己資本金＋剰余金）／負債資本合計×100

　　　改定後　自己資本構成比率＝（資本金＋剰余金＋繰延収益）／負債資本合計×100

　　　改定前　固定資産対長期資本比率＝固定資産／（資本金＋剰余金＋固定負債）×100

　　　改定後　固定資産対長期資本比率＝固定資産／（資本金＋剰余金＋固定負債＋繰延収益）×100

長期健全性について

令和4年度

自己資本構成比率

固 定 資 産 対
長 期 資 本 比 率

令和3年度平成30年度 令和元年度 令和2年度
区　分

年　度

令和４年度
年度

　病院名

北 部 病 院

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

精 和 病 院

本 庁

計

  財務の長期健全性を示す自己資本構成比率ならびに固定資産対長期資本比率を算出する
と上の表のとおりである。
　自己資本構成比率は前年度より8ポイント増加している。また、固定資産対長期資本比
率は望ましいといわれている指標値100％を下回っており、前年度より9.9ポイント減少し
ている。

中 部 病 院

南部医療センター・
こども医療センター

宮 古 病 院

八 重 山 病 院
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第４　病院事業繰入金の状況

(単位：百万円)
年度

都道府県 沖縄県 都道府県 増減率 沖縄県 増減率 沖縄県 増減率

(ａ) 212,506 14,037 198,516 △ 6.6% 17,229 22.7% 15,642 △ 9.2%

168,505 4,358 154,159 △ 8.5% 4,326 △ 0.7% 4,543 5.0%

43,876 9,679 42,945 △ 2.1% 12,904 33.3% 11,099 △ 14.0%

0 0 0 － 0 － 0 －

125 0 1,412 1,029.4% 0 － 0 －

(ｂ) 61,459 2,808 61,011 △ 0.7% 2,954 5.2% 2,014 △ 31.8%

出資金 777 0 6,162 693.0% 0 － 0 －

負担金 51,419 1,572 50,852 △ 1.1% 1,927 22.6% 1,999 3.7%

借入金 3,365 0 3,921 16.5% 0 － 0 －

補助金 5,898 1,236 75 △ 98.7% 1,027 △ 16.9% 16 △ 98.5%

(c) 273,965 16,846 259,527 △ 5.3% 20,184 19.8% 17,656 △ 12.5%

収益的収入 (ｄ) 1,318,725 64,000 1,314,852 △ 0.3% 70,648 10.4% 64,000 △ 9.4%

資本的収入 (ｅ) 186,820 5,240 194,325 4.0% 5,365 2.4% 5,240 △ 2.3%

(ａ)/(ｄ) 16.1% 21.9% 15.1% △ 6.3% 24.4% 11.2% 24.4% 0.2%

(ｂ)/(ｅ) 32.9% 53.6% 31.4% △ 4.6% 55.1% 2.8% 38.4% △ 30.2%

(ｃ)/(ｄ) 20.8% 26.3% 19.7% △ 5.0% 28.6% 8.5% 27.6% △ 3.4%

(単位：千円)
年度

都道府県 沖縄県 令和２年度 令和３年度

4,705 6,448 1.37 1.74

(3) 0 - -

1,361 1,290 0.95 0.97

6,066 7,738 1.28 1.56

(参考)病床数　 45,163 2,177

※単位未満非表示のため、合計が一致しない場合がある。
※令和２年度、令和３年度数値：「地方公営企業年鑑」より。
※令和４年度都道府県については、未公表。

　計

項目

項目

43,687 2,177 2,149

(0)

1,397 1,357 937

5,941 9,271 8,216

沖縄県/都道府県

都道府県 沖縄県 沖縄県

１
床
当
た
り
繰
入
金

4,544 7,914 7,279

(32) (0)

令和２年度 令和３年度 令和４年度

収益的収入

(うち特別利益)

資本的収入

令和２年度 令和３年度 令和４年度

他
会
計
か
ら
の
繰
入
金

繰
入
率

(
％

)

収益的収入に
対する繰入金

資本的収入に
対する繰入金

収益的収入に
対する繰入金
計

収益的収入へ
の繰入金

負担金
(他会計負担金＋負担金交付金)

補助金(他会計補助
金)

資本費繰入収益

特別利益

資本的収入
への繰入金

　　計
(ａ)＋(ｂ)
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第５　企業債、借入金の状況

１　病院事業会計借入金状況一覧表
(令和５年３月31日現在、単位：円)

目的 借入先 借 入 金 額 償 還 金 額 未 償 還 額

事 196,000,000 196,000,000 0

業 500,000,000 500,000,000 0

団 690,000,000 690,000,000 0

小計 1,386,000,000 1,386,000,000 0

350,000,000 350,000,000 0

120,000,000 120,000,000 0

250,000,000 250,000,000 0

150,000,000 150,000,000 0

一 350,000,000 350,000,000 0

200,000,000 200,000,000 0

般 100,000,000 100,000,000 0

100,000,000 100,000,000 0

会 300,000,000 300,000,000 0

200,000,000 200,000,000 0

計 100,000,000 100,000,000 0

500,000,000 500,000,000 0

2,000,000,000 2,000,000,000 0

2,000,000,000 1,800,000,000 200,000,000

666,452,000 666,452,000 0

2,000,000,000 0 2,000,000,000

小計 9,386,452,000 7,186,452,000 2,200,000,000

220,900,000 220,900,000 0

1,379,600,000 1,379,600,000 0

1,379,500,000 1,379,500,000 0

78,000,000 23,400,000 54,600,000

141,700,000 28,340,000 113,360,000

846,200,000 84,620,000 761,580,000

小計 4,045,900,000 3,116,360,000 929,540,000

14,818,352,000 11,688,812,000 3,129,540,000

事 222,000,000 222,000,000 0

業 190,000,000 190,000,000 0

団 62,500,000 62,500,000 0

小計 474,500,000 474,500,000 0

一般会計 30,000,000 30,000,000 0

61,873,900,000 49,615,729,862 12,258,170,138

692,000,000 692,000,000 0

621,000,000 485,165,563 135,834,437

24,101,500,000 9,415,530,513 14,685,969,487

15,417,300,000 11,449,475,000 3,967,825,000

11,989,100,000 10,004,850,000 1,984,250,000

小計 114,694,800,000 81,662,750,938 33,032,049,062

115,199,300,000 82,167,250,938 33,032,049,062

130,017,652,000 93,856,062,938 36,161,589,062

建 設 改 良 費 計

合　　　計

運
　
　
転
　
　
資
　
　
金

企
業
債

運 転 資 金 計

建
　
設
　
改
　
良
　
費

企

業

債

　令和４年度の病院事業会計の借入金の状況は、借入総額1,300億1,765万円となっており、そのうち
令和４年度の償還額約38億6,225万円を含めて、約938億5,606万円償還したため未償還残額が約361億
6,159万円となっている。その内訳は次のとおりである。
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(令和５年３月31日現在、単位：％)

借　入　先 借入年月日 償還期限 年利率 備　　考

S 49. 3.20 S 59. 3.19 4.5

(財)沖縄県保健医療 S 49. 3.25 S 59. 3.24 4.5

　　福祉事業団 S 49. 8.20 S 59. 5.31 4.5

S 51. 2.28 S 56. 2.28 0 据置２年

沖縄県(一般会計) S 51. 3.25 S 56. 3.25 0 据置２年

S 53. 3.28 S 63. 3.28 0 据置２年

S 54. 2.27 H 元. 2.27 0 据置２年

S 56. 3.30 H  3. 3.30 2.75 据置２年

S 57. 3.19 H  4. 3.19 1.75 据置５年

S 57. 8. 6 H  4. 8. 6 1.75 据置５年

S 58. 3.31 H  5. 3.31 1.75 据置５年

S 59. 3.29 H  6. 3.29 1.50 据置５年

S 60. 3.29 H  7. 3.29 1.50 据置５年

S 61. 3.31 H  8. 3.31 1.50 据置５年

H  5. 3.19 H 15. 3.19 0.38 据置５年

沖縄県産業振興基金 H 16. 3.31 H 30. 3.31 1.3 据置９年

沖縄県(一般会計) H 20. 4.15 R  5. 4.15 0.5 据置５年

沖縄県(一般会計) H 30. 1.19 H 30. 4.23 0.03

沖縄県(一般会計) R  1. 6.27 R 16. 6.27 0.09 据置５年

地方公共団体金融機構資金 H 21. 3.25 H 28. 3.20 0.80 据置２年

琉球銀行 H 21. 3.25 H 28. 3.31 1.156 据置２年

沖縄銀行 H 21. 3.25 H 28. 3.31 1.156 据置２年

琉球銀行 0.05～0.204

沖縄銀行 R  3. 3.31 R  13. 3.31 0.204

琉球銀行 R  4. 3.31 R  14. 3.31 0.199

S 48.12. 4 S 61.12. 3 4.5

(財)沖縄県保健医療 S 48.12.14 S 61.12. 3 4.5

　　福祉事業団 S 49. 3.30 H  1. 3.12 4.5

沖縄県(一般会計) S 51. 3.12 S 56. 3.12 0

財務省､財政融資資金 0.4～5.5

総務省､郵便貯金資金 0.2～0.4

総務省､簡易生命保険積立金 1.1～2.2

地方公共団体金融機構資金 0.001～2.2

琉　球　銀　行 0.001～1.73

沖　縄　銀　行 0.001～1.73

借換債（38億1,980万円
含む）

　運転資金のための借入金については、金融機関等から148億1,835万円を借入れ、令和４年度末までに当

該借入金のうち116億8,881万円を償還した。

　また、建設改良のための借入金は、借入総額1,151億9,930万円（借換債38億1,980万円含む）、償還総額

約821億6,725万円で、未償還額が約330億3,205万円となっている。
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２  償還金の状況

(１) 企業債償還金
(単位:円) 

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

 区 分

1,021,244,579 1,033,528,761 1,065,010,888 1,083,656,588 1,040,511,454

18,315,422 18,687,075 41,284,612 16,880,271 17,220,855

877,945,650 900,778,384 966,599,608 962,436,258 858,493,811

623,414,272 689,293,280 590,325,000 1,370,457,500 1,746,027,500

計 2,540,919,923 2,642,287,500 2,663,220,108 3,433,430,617 3,662,253,620

(２)長期借入金償還金
(単位:円) 

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

 区 分

             － － －　　　　　　　－　　　　　　　 －

一　般　会　計 200,000,000 200,000,000 200,000,000 200,000,000 200,000,000

一　般　会　計 666,452,000 － － － －

計 866,452,000 200,000,000 200,000,000 200,000,000 200,000,000

財政融資資金
(資金運用部資金)

地方公共団体
金融機構資金

沖縄県産業
振興基金

簡易生命
保険資産

銀行等引受

年 度 

年 度 
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第６ 経営分析比率

ａ．労働生産性

令和４年度の労働生産性をみると、診療収入は 483億 8,069万円となり、前年度に比べ 19億

9,010万円(4.3％)増加している。職員１人当たり年収入は 1,079万円となり、前年度に比べ 16

万円(0.2％)増加している。

また、職員１人当たり年付加価値額は 546万円となり、前年度に比べ 13万円(2.4％)減少して

いる。取扱患者数については、医師１人１日当たり入院患者が 2.4人となり、前年度と比べ同等

となっている。

外来患者が 3.2人となり、前年度と比べ同等となっている。看護部門では、１人１日当たり入

院患者が 0.7人となり、前年度と比べ同等となっている。外来患者は 0.9人となり、前年度と比

べ同等となっている。

ｂ．資本生産性

令和４年度の資本生産性をみると、総資産回転率(資産総額に対する医業収益の割合)は 0.64

回となり、前年度に比べ 0.02回減少している。固定資産回転率(固定資産総額に対する医業収益

の割合)は 1.11回となり、前年度に比べ 0.27回増加している。

また、総資本利益率(総資本に対する損益の割合)は 5.32％となり、前年度に比べ 3.62ポイン

ト低下している。自己資本構成比(資本と負債の合計に対する自己資本金と剰余金の合計の割合)

は 15.4％となり、前年度に比べ 4.8ポイント上昇している。流動比率(流動負債に対する流動資

産の割合)は 304.7％となり、前年度に比べ 35.4ポイント上昇している。

ｃ．主要経営指標

令和４年度の主要経営指標をみると、事業収支比率は 107.1％となり、前年度に比べ 4.1 ポイ

ント低下している。医業収支比率は 80.6％となり、前年度に比べ 4.7ポイント上昇している。

また、給与費比率は 72.7％となり、前年度に比べ 0.1ポイント上昇している。材料費比率は

24.0％となり、前年度に比べ 0.3ポイント上昇している。経費比率は 19.6％となり、前年度に

比べ 0.9ポイント上昇している。

入院患者数は 54万 2,341人となり、前年度に比べ 1万 884人（２％）増加している。外来患

者数は 71万 3,197人となり、前年度に比べ 1万 1,460人(1.6％)増加している。患者総数 125

万 5,538人となり、前年度に比べ 2万 2,344人(1.8％)増加している。

また、賃金水準は 815 万円、職員１人当たりの生産額は 550 万円となっている。その差額は

264万 8千円となり、前年度に比べ 12万 3千円増加している。付加価値額は 245億 2,833万円

となり、前年度に比べ 4億 4,600万円(1.9％)増加している。付加価値率は 49.1％となり、前年

度に比べ 1.1ポイント減少している。付加価値率を給与費比率の 72.7％と比べると 23.6ポイ

ント低くなっている。

病床稼働率（許可）は 69.1%となり、前年度に比べ 2.3ポイント上昇している。病床稼働率（稼

働）は 75.6％となり、前年度に比べ 1.8ポイント上昇している。患者１人１日当たり診療収入

は 38,534円となり、前年度に比べ 916円(2.4%)増加している。
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１　労働生産性の状況

(単位：円、千円、件、人)

北　部 中　部 センター 宮　古 八 重 山 精　和

１　収入（診療収入）             （千円）

２　職員１人当たり年付加価値額(千円)

３　作 業 量 （件）

４　取扱患者数 （人）

(注）

１　職員１人当たり収入は診療収入を次ぎの数値で除して算出した。

(1) 医師・看護部門については、年延人数

(3) 上記以外は、年度末職員数（正職員＋常時雇用する臨時職員）

２　作業量は、各部門の年間延件数を診療日数で除して算出した。

(2) 放射線部門、検査部門については、
　「年延人数（各月末職員数の積上げ）／12ヶ月」

(1)  令和４年度 242日、令和３年度 241日、令和２年度 242日、
　　令和元年度 240日、平成30年度 244日

　検査部門 １人１日当たり検査件数

　放射線部門１人１日当たり放射線件数

　薬剤部門 １人当たり年収入(千円)

　放射線部門 １人当たり年収入(千円)

　検査部門 １人当たり年収入(千円)

　給食部門 １人当たり年収入(千円)

　職　　員 １人当たり年収入

　医　　師 １人１日当たり収入（円）

　看護部門 １人１日当たり収入（円）

　薬剤部門 １人１日当たり調剤件数

科　　　　　　　　　　目
令和４年度

　給食部門 １人１日当たり給食件数

　医師 １人１日当たり取扱数

　看護部門 １人１日当たり取扱数

　医師 １人１日当たり取扱数

　看護部門 １人１日当たり取扱数

　外来（１日平均）患者数

　職員 １人１日当たり取扱患者数

　入院（１日平均）患者数

　職員 １人１日当たり取扱患者数
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１　労働生産性の状況

(単位：円、千円、件、人)

北　部 中　部 センター 宮　古 八 重 山 精　和

１　収入（診療収入）             （千円）

２　職員１人当たり年付加価値額(千円)

３　作 業 量 （件）

４　取扱患者数 （人）

(注）

１　職員１人当たり収入は診療収入を次ぎの数値で除して算出した。

(1) 医師・看護部門については、年延人数

(3) 上記以外は、年度末職員数（正職員＋常時雇用する臨時職員）

２　作業量は、各部門の年間延件数を診療日数で除して算出した。

(2) 放射線部門、検査部門については、
　「年延人数（各月末職員数の積上げ）／12ヶ月」

(1)  令和４年度 242日、令和３年度 241日、令和２年度 242日、
　　令和元年度 240日、平成30年度 244日

　検査部門 １人１日当たり検査件数

　放射線部門１人１日当たり放射線件数

　薬剤部門 １人当たり年収入(千円)

　放射線部門 １人当たり年収入(千円)

　検査部門 １人当たり年収入(千円)

　給食部門 １人当たり年収入(千円)

　職　　員 １人当たり年収入

　医　　師 １人１日当たり収入（円）

　看護部門 １人１日当たり収入（円）

　薬剤部門 １人１日当たり調剤件数

科　　　　　　　　　　目
令和４年度

　給食部門 １人１日当たり給食件数

　医師 １人１日当たり取扱数

　看護部門 １人１日当たり取扱数

　医師 １人１日当たり取扱数

　看護部門 １人１日当たり取扱数

　外来（１日平均）患者数

　職員 １人１日当たり取扱患者数

　入院（１日平均）患者数

　職員 １人１日当たり取扱患者数
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１　収入（診療収入）             （千円）

２　職員１人当たり年付加価値額(千円)

３　作 業 量 （件）

４　取扱患者数 （人）

　検査部門 １人１日当たり検査件数

　放射線部門１人１日当たり放射線件数

　薬剤部門 １人当たり年収入(千円)

　放射線部門 １人当たり年収入(千円)

　検査部門 １人当たり年収入(千円)

　給食部門 １人当たり年収入(千円)

　職　　員 １人当たり年収入

　医　　師 １人１日当たり収入（円）

　看護部門 １人１日当たり収入（円）

　薬剤部門 １人１日当たり調剤件数

科　　　　　　　　　　目

　給食部門 １人１日当たり給食件数

　医師 １人１日当たり取扱数

　看護部門 １人１日当たり取扱数

　医師 １人１日当たり取扱数

　看護部門 １人１日当たり取扱数

　外来（１日平均）患者数

　職員 １人１日当たり取扱患者数

　入院（１日平均）患者数

　職員 １人１日当たり取扱患者数

(単位：円、千円、件、人)

令和４年度
　

３　取扱患者数（外来患者は診療所取い扱患者を含む）。

(1) 医師・看護部門については、年延患者数を年延人数で除して算出した。

(2) 職員については、１日平均患者数を年度末職員数で除して算出した。

４　医師1人1日当たり収益は、下記のとおり算出方法が変わった。

 ※職員数は、本庁分を配分した数値である。

 ※全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値を基に算出している。

(1) 平成13年度より、土・日・祝日についても計算対象となった（総務省
　 基準の変更のため）。

(2) 平成16年度より、研修医も医師数に計上されることになった（研修医
　  の身分変更のため）。

令和元年度 全国平均
(令和３年度)

令和３年度 令和２年度 平成30年度

計
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 ２　資本生産性の状況

　 資本生産性

(単位：回、％、千円、床、人)　

北　部 中　部 センター 宮　古 八 重 山 精　和 本　庁

総 資 産 回 転 率 (回)

固 定 資 産 回 転 率 (回)

総 資 本 利 益 率 (％) △  1.72 △  5.54

自 己 資 本 利 益 率 (％) △  12.74 △  40.57 △  152.09

一床当たり総資産 (千円)

一 床 当 た り 器 械 備 品 (千円)

一床当たり年間医業収益 (千円)

労 働 装 備 率 １ (千円)

労 働 装 備 率 ２ (千円)

資 本 集 約 度 (千円) △  217,815

器械備品投資効率 (回)

付 加 価 値 労 働 生 産 性 (千円)

自 己 資 本 構 成 比 (％) △  27.1 △  1.3

流 動 比 率 (％)

固定資産対長期資本比 (％) △  0.4

医 業 利 益 率 (％) △  12.7 △  17.2 △  18.9 △  38.0 △  40.5 △  108.0

医 業 収 益 (千円)

資 産 総 額 (千円)

固 定 資 産 総 額 (千円)

負 債 資 本 合 計 (千円) △  11,979,848

当 年 度 損 益 (千円) △  285,127 △  412,391

有 形 固 定 資 産 (千円)

自 己 資 本 (千円) △  1,669,472 △  27,667 △  12,799,581

器 械 備 品 (千円)

利 益 剰 余 金 (千円) △  2,759,827 △  361,803 △  453,719 △  15,270,891

許 可 病 床 数 (年度末)

職 員 数 (年度末)

付 加 価 値 額 (千円)

総 資 産 回 転 率 ＝医業収益／（(期首資産総額＋期末資産総額)÷2）

固 定 資 産 回 転 率 ＝医業収益／（(期首固定資産総額＋期末固定資産総額)÷2）

総 資 本 利 益 率 ＝当年度損益／（(期首総資本＋期末総資本)÷2）

自 己 資 本 利 益 率 ＝当年度損益／（(期首自己資本＋期末自己資本)÷2）

一床当たり総資産 ＝総資産／許可病床数

一 床 当 た り 器 械 備 品 ＝器械備品／許可病床数

一床当たり年間医業収益 ＝医業収益／許可病床数

労 働 装 備 率 １ ＝有形固定資産／職員数（年度末職員数）

労 働 装 備 率 ２ ＝器械備品／職員数（年度末職員数）

資 本 集 約 度 =(負債合計＋資本金＋剰余金合計)／職員数（年度末職員数）

　科　　目

病　　院　 令和４年度

-185-

第Ⅲ章　財務の概況　第６経営分析比率



－ 186 －

 ２　資本生産性の状況

　 資本生産性

(単位：回、％、千円、床、人)　

北　部 中　部 センター 宮　古 八 重 山 精　和 本　庁

総 資 産 回 転 率 (回)

固 定 資 産 回 転 率 (回)

総 資 本 利 益 率 (％) △  1.72 △  5.54

自 己 資 本 利 益 率 (％) △  12.74 △  40.57 △  152.09

一床当たり総資産 (千円)

一 床 当 た り 器 械 備 品 (千円)

一床当たり年間医業収益 (千円)

労 働 装 備 率 １ (千円)

労 働 装 備 率 ２ (千円)

資 本 集 約 度 (千円) △  217,815

器械備品投資効率 (回)

付 加 価 値 労 働 生 産 性 (千円)

自 己 資 本 構 成 比 (％) △  27.1 △  1.3

流 動 比 率 (％)

固定資産対長期資本比 (％) △  0.4

医 業 利 益 率 (％) △  12.7 △  17.2 △  18.9 △  38.0 △  40.5 △  108.0

医 業 収 益 (千円)

資 産 総 額 (千円)

固 定 資 産 総 額 (千円)

負 債 資 本 合 計 (千円) △  11,979,848

当 年 度 損 益 (千円) △  285,127 △  412,391

有 形 固 定 資 産 (千円)

自 己 資 本 (千円) △  1,669,472 △  27,667 △  12,799,581

器 械 備 品 (千円)

利 益 剰 余 金 (千円) △  2,759,827 △  361,803 △  453,719 △  15,270,891

許 可 病 床 数 (年度末)

職 員 数 (年度末)

付 加 価 値 額 (千円)

総 資 産 回 転 率 ＝医業収益／（(期首資産総額＋期末資産総額)÷2）

固 定 資 産 回 転 率 ＝医業収益／（(期首固定資産総額＋期末固定資産総額)÷2）

総 資 本 利 益 率 ＝当年度損益／（(期首総資本＋期末総資本)÷2）

自 己 資 本 利 益 率 ＝当年度損益／（(期首自己資本＋期末自己資本)÷2）

一床当たり総資産 ＝総資産／許可病床数

一 床 当 た り 器 械 備 品 ＝器械備品／許可病床数

一床当たり年間医業収益 ＝医業収益／許可病床数

労 働 装 備 率 １ ＝有形固定資産／職員数（年度末職員数）

労 働 装 備 率 ２ ＝器械備品／職員数（年度末職員数）

資 本 集 約 度 =(負債合計＋資本金＋剰余金合計)／職員数（年度末職員数）

　科　　目

病　　院　 令和４年度
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(単位：回、％、千円、床、人)　
令和４年度

計

総 資 産 回 転 率 (回)

固 定 資 産 回 転 率 (回)

総 資 本 利 益 率 (％)

自 己 資 本 利 益 率 (％) △  42.13

一床当たり総資産 (千円)

一 床 当 た り 器 械 備 品 (千円)

一床当たり年間医業収益 (千円)

労 働 装 備 率 １ (千円)

労 働 装 備 率 ２ (千円)

資 本 集 約 度 (千円)

器械備品投資効率 (回)

付 加 価 値 労 働 生 産 性 (千円)

自 己 資 本 構 成 比 (％) △  1.0

流 動 比 率 (％)

固定資産対長期資本比 (％)

医 業 利 益 率 (％) △  25.9 △  33.6 △  25.1 △  11.7 △  23.1

医 業 収 益 (千円) －

資 産 総 額 (千円) －

固 定 資 産 総 額 (千円) －

負 債 資 本 合 計 (千円) －

当 年 度 損 益 (千円) －

有 形 固 定 資 産 (千円) －

自 己 資 本 (千円) △  703,352 －

器 械 備 品 (千円) －

利 益 剰 余 金 (千円) △  8,951,967 －

許 可 病 床 数 (年度末) －

職 員 数 (年度末) －

付 加 価 値 額 (千円) －

機会備品投資効率 ＝付加価値/器械備品額

付 加 価 値 労 働 生 産 性 ＝器械備品投資効率(付加価値額／器械備品)×労働装備率２(器械備品額／年度末職員数)

自 己 資 本 構 成 比 ＝(資本金＋剰余金＋繰延収益)／(負債合計＋資本金＋剰余金合計)×100

流 動 比 率 ＝流動資産／流動負債×100

固定資産対長期資本費 ＝固定資産／(資本金＋剰余金＋固定負債＋繰延収益)×100

医 業 利 益 率 ＝(医業収益－医業費用)／医業収益×100

自 己 資 本 資本金＋剰余金＋繰延収益

付 加 価 値 額 ＝医業収益－(材料費＋経費＋研究研修費＋減価償却)

※ 賃金、児童手当、報酬（産休補充）は経費に含める。

※ 全国平均は、地方公営企業年鑑による都道府県の数値を基に、上記計算式で算出している。

　科　　目
令和３年度 令和元年度令和２年度 全国平均

(令和３年度)

病　　院　
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３　主要経営指標の状況

(単位：％、人、円、千円、日)

病院計 北部 中部

令和３年度 令和４年度 令和３年度 令和４年度 令和３年度 令和４年度

事 業 収 支 比 率 (％)

医 業 収 支 比 率 (％)

給 与 費 比 率 (％)

材 料 費 比 率 (％)

薬 品 費 比 率 (％)

そ の 他 材 料 費 比 率 (％)

経 費 比 率 (％)

減 価 償 却 費 比 率 (％)

研 究 研 修 費 比 率 (％)

患 者 総 数 (人)

入 院 患 者 総 数 (人)

外 来 患 者 総 数 (人)

医師 人 日当たり入院患者数 (人)

医師 人 日当たり外来患者数 (人)

看護師 人 日当たり入院患者数 (人)

看護師 人 日当たり外来患者数 (人)

患 者 １ 人 当 た り 職 員 数 (人)

患 者 １ 人 当 た り 材 料 費 (円)

(ｲ)薬品費 (円)

(ﾛ)診療材料費 (円)

患 者 １ 人 当 た り 経 費 (円)

賃 金 水 準 (千円)

付 加 価 値 額 (千円)

付 加 価 値 率 (％)

職 員 １ 人 当 た り 生 産 額 (千円)

１ 床 当 た り 生 産 額 (千円)

付 加 価 値 労 働 分 配 率 (％)

損 益 分 岐 点 (千円)

損 益 分 岐 点 対 事 業 収 益 (％)

損 益 分 岐 点 対 医 業 収 益 (％)

病 床 稼 働 率 （ 許 可 ） (％)

病 床 稼 働 率 （ 稼 働 ） (％)

平 均 在 院 日 数 (日)

入 院 対 外 来 患 者 比 率 (％)

患者１人１日当たり診療収入 (円)

(1)患者1人1日当たり入院診療収入

(2)患者1人1日当たり外来診療収入

※本庁分を除く

※全国平均は地方公営企業年鑑の経営主体別-全事業（都道府県）の数値を入力

(１)経営指標

（再掲－本院）

（再掲－診療所）

経営指標

病院名
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３　主要経営指標の状況

(単位：％、人、円、千円、日)

病院計 北部 中部

令和３年度 令和４年度 令和３年度 令和４年度 令和３年度 令和４年度

事 業 収 支 比 率 (％)

医 業 収 支 比 率 (％)

給 与 費 比 率 (％)

材 料 費 比 率 (％)

薬 品 費 比 率 (％)

そ の 他 材 料 費 比 率 (％)

経 費 比 率 (％)

減 価 償 却 費 比 率 (％)

研 究 研 修 費 比 率 (％)

患 者 総 数 (人)

入 院 患 者 総 数 (人)

外 来 患 者 総 数 (人)

医師 人 日当たり入院患者数 (人)

医師 人 日当たり外来患者数 (人)

看護師 人 日当たり入院患者数 (人)

看護師 人 日当たり外来患者数 (人)

患 者 １ 人 当 た り 職 員 数 (人)

患 者 １ 人 当 た り 材 料 費 (円)

(ｲ)薬品費 (円)

(ﾛ)診療材料費 (円)

患 者 １ 人 当 た り 経 費 (円)

賃 金 水 準 (千円)

付 加 価 値 額 (千円)

付 加 価 値 率 (％)

職 員 １ 人 当 た り 生 産 額 (千円)

１ 床 当 た り 生 産 額 (千円)

付 加 価 値 労 働 分 配 率 (％)

損 益 分 岐 点 (千円)

損 益 分 岐 点 対 事 業 収 益 (％)

損 益 分 岐 点 対 医 業 収 益 (％)

病 床 稼 働 率 （ 許 可 ） (％)

病 床 稼 働 率 （ 稼 働 ） (％)

平 均 在 院 日 数 (日)

入 院 対 外 来 患 者 比 率 (％)

患者１人１日当たり診療収入 (円)

(1)患者1人1日当たり入院診療収入

(2)患者1人1日当たり外来診療収入

※本庁分を除く

※全国平均は地方公営企業年鑑の経営主体別-全事業（都道府県）の数値を入力

(１)経営指標

（再掲－本院）

（再掲－診療所）

経営指標

病院名
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(単位：％、人、円、千円、日)

宮古 八重山 精和

令和３年度 令和４年度 令和３年度 令和４年度 令和３年度 令和４年度 令和３年度 令和４年度

センター
全国平均
令和３年度
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(２)経営指標の見方

指　標　項　目 算　　　　　　　式 基準比率 説　　　　　　　明

事　業　収　益

事　業　費　用

医　業　収　益

医　業　費　用

給　　与　　費

医　業　収　益

材　　料　　費

医　業　収　益

経　　　　　　費

医　業　収　益

減 価 償 却 費

医　業　収　益

研 究 研 修 費

医　業　収　益

 指標項目 11
 の範囲内

 医業収益－（材料費＋経費＋　　　　　
　　　減価償却費＋研究研修費）

付 加 価 値 額  給与費比率

医　業　収　益  以上

職員１人当たり  項目８ の 
生 産 額  賃金水準以上

  職員１人当たりの年間給与費。
  項目11の職員１人当たり生産額
  の範囲内。

事業収支比率

医業収支比率

　医業収益に対する給与費の割合。
　45～50％程度で、決算において黒字の
　計上を期待できる。

材 料 費 比 率

　総費用に対する総収益の割合。
  目安としては100以上が健全である。

　医業費用に対する医業収益の割合。
  目安としては100以上が健全である。

　医業収益に対する減価償却費の割合。
  設備投資の程度をはかる目安となる。

　職員の力で生み出した生産価値額。
  高いほど良好。

経 費 比 率

減 価 償 却 費
比 率

研 究 研 修 費
比 率

賃 金 水 準

付 加 価 値 率

給 与 費 比 率

付 加 価 値 額

×

×

×

×

×

×

付 　加　 価　 値　 額

年　 間　 給　 与　 費

年  度  末  職  員  数

×

×

年　度　末　職　員　数

100以上

100以上

50 以下

25 以下

13 以下

3 ～ 5

 給与費以上

　職員１人当りの年間生産価値額。

　医業収益に対する材料費の割合。

　医業収益に対する経費の割合。

　医業収益に対する研究研修費の割合。　

　付加価値率が高いほど生産性が高い。
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(２)経営指標の見方

指　標　項　目 算　　　　　　　式 基準比率 説　　　　　　　明

事　業　収　益

事　業　費　用

医　業　収　益

医　業　費　用

給　　与　　費

医　業　収　益

材　　料　　費

医　業　収　益

経　　　　　　費

医　業　収　益

減 価 償 却 費

医　業　収　益

研 究 研 修 費

医　業　収　益

 指標項目 11
 の範囲内

 医業収益－（材料費＋経費＋　　　　　
　　　減価償却費＋研究研修費）

付 加 価 値 額  給与費比率

医　業　収　益  以上

職員１人当たり  項目８ の 
生 産 額  賃金水準以上

  職員１人当たりの年間給与費。
  項目11の職員１人当たり生産額
  の範囲内。

事業収支比率

医業収支比率

　医業収益に対する給与費の割合。
　45～50％程度で、決算において黒字の
　計上を期待できる。

材 料 費 比 率

　総費用に対する総収益の割合。
  目安としては100以上が健全である。

　医業費用に対する医業収益の割合。
  目安としては100以上が健全である。

　医業収益に対する減価償却費の割合。
  設備投資の程度をはかる目安となる。

　職員の力で生み出した生産価値額。
  高いほど良好。

経 費 比 率

減 価 償 却 費
比 率

研 究 研 修 費
比 率

賃 金 水 準

付 加 価 値 率

給 与 費 比 率

付 加 価 値 額

×

×

×

×

×

×

付 　加　 価　 値　 額

年　 間　 給　 与　 費

年  度  末  職  員  数

×

×

年　度　末　職　員　数

100以上

100以上

50 以下

25 以下

13 以下

3 ～ 5

 給与費以上

　職員１人当りの年間生産価値額。

　医業収益に対する材料費の割合。

　医業収益に対する経費の割合。

　医業収益に対する研究研修費の割合。　

　付加価値率が高いほど生産性が高い。
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指　標　項　目 算　　　　　　　式 基準比率 説　　　　　　　明

給　　与　　費

付 加 価 値 額

損 益 分 岐 点 医 業 費 用　－　材　料　費　　

１　－　 変　動　率　

損益分岐点対 損 益 分 岐 点

事 業 収 益 事　業　収　益

損益分岐点対 損 益 分 岐 点

医 業 収 益 医　業　収　益

入院患者延数

延　病　床　数

在 院 患 者 延 数　　　

外来患者総数

入院患者総数

患 者 １ 人 １ 日

当たりの診療収入
患　　者　　総　　数　　

　職員が生み出した生産価値で、
　職員の給与費を賄いきれるか
　どうかをみる指標。

入院収益＋外来収益＋診療所収益　　

（新入院患者数＋退院患者数）÷２　　

　損益分岐点（採算点）分析は、
  次期以降の経営計画予算の
　立案に役立つ。

　事業収益に対する損益分岐点の位置。
  100以下で採算ベース。

　入院患者に対する外来患者の割合。
  高い方がよい。

130 ～ 150

　高いほど効率がよい。

平均在院日数

１床当たり生
産 額

病 床 利 用 率

　病院間の生産性の高低を
　比較する資料。

高い方が良い

100以下

　医業収益に対する損益分岐点の割合
  で、100以下ならば医業収益ベースで
  採算がとれたことになる。

付 　加　 価　 値　 額

病　　　　床　　　　数

付加価値労働
分 配 率

×

×

×

25 日

入 院 対 外 来
患 者 比 率

×

　診療科目によって異なるが、同一条件
  の場合、短い方が診療上効果的である
  といわれている。

　病院の主な収益である入院収益と外来
  収益を、患者１人１日当たりでみる
  これらの指標は、病院事業の収入分析
　をする上で最も基本的なものである。

85 以上

100以下

100以下

×

変動＝
材料費÷医業収益
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